
























書の翻訳で有名なヒエロニムス（Hieronymus, 340?-420）から、ドライデン（John Dryden, 1631-
1700）、シュライアーマハー（Friedrich Schleiermacher, 1768-1834）、ベンヤミン（Walter Benjamin, 
1892-1940）にいたるまで、十数世紀以上の長きにわたって、直訳と意訳のそれぞれの長所と短
所が指摘され、翻訳はどうあるべきかが議論されてきた（cf. Munday, 2001, pp.146-148; 三ッ木 , 
2008, pp.241-251）。
こういった直訳（逐語訳）と意訳についてのさまざまな議論は、ヴェヌーティ（Lawrence 
Venuti, b. 1953）が提唱した「同化（domestication, domesticizing translation）」と「異化（foreignization, 













たとえば、My son is a student at Oxford. というシンプルな文は、教室では「私の息子はオクス
フォード大学の学生です」と直訳され、この訳文は日本語として違和感はない。ただし、どちら














「よい朝」は Good morning. の文字通りの訳（literal translation）であるが、厳密に言えば、原文
のもつ文法的な特徴までは訳し切っていない。Good morning. は I wish you a good morning. あるい




するドイツ語表現の Guten Morgen.（これは Ich wünsche Ihnen einen guten Morgen. の一部）の限定
用法の形容詞 gutenに対格を示す語尾（-en）が付いていることからも理解できよう。
Good morning. を「おはよう」と訳せば慣用的な意訳（idiomatic/free translation）となる。ヴェヌー
ティの分類に従えば domesticizing translationであり、日本語として自然な表現ではあるが、英語
の Good morning. が内包する言語的・文法的特徴は失われてしまう（Gile, 2009, p.252）。一方、こ
の英語表現を「よい朝」と文字通りの訳（literal translation）にすれば、不自然に聞こえるものの、





foreignizing translationという方略、それも、「直訳（literal translation）」を超えた「超直訳（super-literal 
translation）」という手法を用いることで、原文の文法的な意味やニュアンスまで学習者に理解さ
せることができるのではないだろうか。
 おはよう → Idiomatic/free translation: domestication strategy
Good morning. よい朝 　→ Literal translation: foreignization strategy





り、それを「文法構造に忠実な意味」（江藤 , 2006, p.41）や「単なる直訳を超えて、文法事項の










Easy! というロシア語学習のウエブサイトに見つけることができた（Russian Made Easy, 2014, 
June 10）。「Start Thinking in Russian with SLT」で始まるこのウエブサイトの最初のページには、
Using Super Literal Translation is essential when learning Russian!
S.L.T. [Super Literal Translation] makes your learning more eﬃcient, increases what you
can do with your vocabulary, and gets you thinking in Russian. 
のように Super Literal Translation（以下 SLT）に期待される効果が述べられている。
SLTの具体的な内容は、Russian Made Easy! のウエブサイト上に公開されているビデオプログ
ラム The Key to Communicating in Russian … fast! の中で簡単に説明されているが、重要なポイン
トはロシア語の基礎学習に SLTを用いることで、学習者はロシア語を話すときにロシア語で考
えることができるようになり、その結果、ミスすることなく流暢にロシア語を話すことができる
ようになるという点である。その方法として、「SLT tries to get to the core meaning of Russian words 
even if the translation seems awkward in English」と述べている。
たとえば、英語のMy name is Mark. はロシア語ではMinya zavoot Mark （Меня зовут Mark）. と
なるが、このロシア語の文字通りの意味はMe they-call Mark. である。しかし、多くの場合、ロ
シア語の授業では、Minya zavoot ~ （Меня зовут ~）. というフレーズを暗記させるだけで、その文
字通りの意味を教えないため、学習者はこのフレーズの真の意味を理解できないままでいる。こ
のような現実を、このビデオプログラムでは「This is lazy teaching, and it does significant harm to a 
student’s future in the language.」と酷評している。そこで、学習者にとって重要な学習法は、「Always 


















過去形 He lost the key. ［彼は鍵をなくした］
現在完了形 He has lost the key. ［彼は鍵をなくした］
もちろん、訳が同じだといっても、それぞれの文（特にその文の動詞の形）が内包する文法的
意味は異なる。一般的に、現在完了形は「終わった行為や出来事が何らかの形で現在と関係して
いること（a ﬁnished action or event is connected with the present in some way）」（Swan, 2005, p.438）
を言うときに用いられ、過去形は「過去に完全に終わってしまった行為（actions completed in the 
past）」（Thomson & Martinet, 1996, p.162）を表現する形である。つまり、現在完了形を用いた He 
has lost the key. には「鍵をなくして、その状態が今も続いている」という含みがあるが、過去形










He has a pen. は次のように考えることができる。
He has a pen. → He has possession of a pen. / He owns a pen.
このパラフレーズと同じように、現在完了形の haveも次のように解釈できる（cf., e.g., Pinker, 
1994, p.246）。
He has lost the key. → He has possession of a fact that he lost the key.
  He owns a fact that he lost the key.


















区別がつきにくいことがある。たとえば、現在形の文 He studies English every day. を「彼は毎日
英語を勉強している
0 0 0 0
」と訳すと、現在進行形の文 He is studying English now. の訳「彼は今英語を
勉強している







と（permanent situations, or about things that happen regularly, repeatedly or all the time）」（Swan, 2005, 
p.450）を表現する場合に用いられ、現在進行形は「現時点、もしくは現時点を含む時間に継続
している一時的な出来事や状況（temporary actions and situations that are going on now or ‘around 
now’」（Swan, 2005, p.451）について述べる場合に用いられる。その違いは、現在進行形の形で
ある「be＋現在分詞」の beの意味にある（Yule, 1998, p.65）。
Whatever is, is right.（存在するものはすべて正しい）の最初の isは「存在する」という意味の
完全自動詞で、次の isは連結詞である不完全自動詞である。このように、be動詞には「存在」
の意味を表す自動詞、補語をともなう連結詞（繋辞）、進行形を表す「be＋現在分詞」に用いら
れる助動詞の用法があるが（cf., e.g., Thomson & Martinet, 1996, p.153）、He is happy. の isのように
連結詞として用いられることが多い。
しかし、連結詞の beにも、ある特定の状態、性質、役割（the speciﬁed state, nature, or role）の
意味が内包されているとの指摘もある（Soanes & Stevenson, 2006, p.116）。そこで、あえてその点
 彼は鍵をなくした。
 → Literal translation
He has lost the key.
 彼は鍵をなくしたこと（事実・経験）をもっている。




He is happy. → He is in the state of happiness.
このパラフレーズを参考に、be動詞を用いる現在進行形の文も次のように解釈することがで
きよう。











為（an action which began in the past and is still continuing）」（Thomson & Martinet, 1996, p.173）を表
すが、日本語訳だけでは現在完了形の文と区別がつきにくいことがある。たとえば、He has lived 
in Tokyo for a long period.（彼は長い間東京に住んでいる
0 0 0 0 0
）と He has been living in Tokyo for two 
weeks.（彼は 2週間東京に住んでいる
0 0 0 0 0
）では、日本語訳のみでは両者の文法的差異を認識できな
い。その差異とは、現在完了形の文は東京に住んでいる状態が「長く続く、もしくは永続的な状
態（longer-lasting or permanent situations）」であるのに対し、現在完了進行形の文には、それが「比
較的短い、一時的な行為、及び状態（shorter, temporary actions and situations）」だという含意があ
ることだ（Swan, 2005, p.447）。
そこで、この両者の文法的意味の相違を理解するために「have been +現在分詞」の超直訳を考
えてみる。「have been +現在分詞」の haveと been （<be） はそれぞれ have possession of the fact that
と the state ofの意味に解釈することができた。この 2つを合わせると、
 彼は今英語を勉強している。
 → Literal translation





He has been living in Tokyo for two weeks. 
→ He has possession of the state of living in Tokyo for two weeks.
のようにパラフレーズでき、そこから、現在完了進行形の超直訳は次のように表すことができる。
この超直訳によって、現在完了進行形には現在完了形が内包する継続性と現在進行形が内包す


























 → Literal translation
  He has been living in Tokyo 
　　for two weeks.
 彼は東京に 2週間住んでいる状態をもっている。
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